
無
縁
社
会
と
寺
縁
そ
の

28

じ

　
　え 

ん

　
檀
信
徒
・
有
縁
の
各
家
皆
様
に
は
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
も
早
や
二
代
前
と
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
文
化
の
中
に
あ
る
私
ど
も
は
、
よ
く
新
年
は
神
社
神
道
、
結
婚

式
や
ク
リ
ス
マ
ス
は
キ
リ
ス
ト
教
、
そ
し
て
葬
儀
お
悔
み
事
は
仏
教
と
い
う
あ
り
方
に
、
識
者
か
ら
一
貫
性
が
な
い
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
西
欧
の
一
神
教
の
宗
教
を
基
盤
と
し
た
価
値
観
で
あ
っ
て
、
日
本
で
は
、
仏
教
伝
来
以
降
神
仏
の
共
存

が
連
綿
と
し
て
今
日
に
至
り
、
取
り
分
け
神
道
と
の
関
係
は
誠
に
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て

は
11
〜
15
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
十
字
軍
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
脅
威
に
対
抗
す
る
の
み
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
、

そ
れ
ま
で
の
各
地
に
あ
っ
た
諸
宗
教
、
特
に
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
等
を
根
絶
し
て
一
神
教
に
統
合
す
る
役
割
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
神
仏
は
共
存
し
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
や
利
益
に
着
目
し
て
地
域
や
時
節
に
根
差
し
た
信
仰
が
盛
ん
と
な
り
、
言

わ
ば
重
層
信
仰
の
中
に
有
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
鎌
倉
期
に
は
新
し
い
宗
教
運
動
の
中
で
、
漠
然
と
し
た

神
仏
の
在
り
様
か
ら
そ
こ
に
明
確
に
優
劣
を
論
ず
る
に
至
り
ま
す
。

　
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
の
十
界
大
曼
荼
羅
に
は
多
く
の
神
仏
ひ
い
て
は
十
界
の
諸
尊
が
あ
り
ま
す
が
、
中
央
の
題
目
を
中
心
と

し
て
明
確
な
順
序
次
第
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
お
題
目
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
た
世
界
の
中
に
絶
対
神
は
存
在
せ
ず
、
順
序

次
第
に
従
っ
て
そ
の
存
在
が
肯
定
さ
れ
て
配
置
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昔
か
ら
鰯
の
頭
も
信
心
か
ら
と

は
申
し
ま
す
が
、
鰯
の
頭
や
狐
狸
の
類
が
御
本
尊
と
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
順
序
次
第
の
中
に
有
っ
て
、私
ど
も
は
豊
か
な
宗
教
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
常
に
順
序
次
第
を
旨
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
信
仰
生
活
を
歩
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
と
、
年
の
初
め
に
改
め
て
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

�

鴉　
鵠

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

●�

8
月
20
日
　
瑞
光
寺
高
村
上
人
ご
遷
化

　

高
村
法
顕
上
人
が
ご
遷
化
さ
れ
ま
し
た
（
常
祥
院
日

倞
上
人　

82
歳
）。
当
山
法
類
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、

御
教
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
23
日
通
夜
、
24
日
葬
儀
に

は
各
地
よ
り
有
縁
の
上
人
方
が
参
集
さ
れ
、
多
く
の
檀

信
徒
と
共
に
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

●�

8
月
28
日
︲
30
日
　
九
州
教
区
教
学
講
習
会

　
於
・
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
熊
本

●�

9
月
5
日
　
全
日
本
仏
教
会
・
式
典
部
会

●�

9
月
6
日
〜
8
日
　
法
華
宗
教
学
研
究
所
総
会
　

於
・
ホ
テ
ル
エ
ル
セ
ラ
ー
ン
大
阪

●�

9
月
8
日
　
西
教
寺
村
松
賢
英
先
生
ご
逝
去
　

　

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
元
会
長
松
賢
英
先
生
が
ご

逝
去
さ
れ
（
71
歳
）、
10
月
4
日
、
5
日
通
夜
・
本
葬

儀
が
粛
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

●�

9
月
15
日
　
宗
教
法
制
研
究
会
第
1
0
0
回
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
於
・
青
山
学
院
大
学

●�

9
月
15
日
〜
18
日
　
檀
信
徒
・
山
木
由
美
子
さ
ん

の
「
手
作
り
子
供
服
」
展
　
於
・
当
山
❶

●�

9
月
23
日
　
秋
季
彼
岸
会
法
要
・
中
日
合
同
法
要

　

4
0
0
名
余
の
檀
信
徒
参
詣
。

●�

9
月
27
日
　
瑞
光
寺
高
村
法
顕
上
人
四
十
九
日
忌
法
要

●�

9
月
30
日
　
銀
座
シ
ャ
ン
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
に
長

島
美
保
子
さ
ん
出
演

　

中
央
区
主
催
の
「
銀
座
シ
ャ
ン
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」

に
当
山
婦
人
会
長
島
美
保
子
夫
人
（
夫
君
は
元
総
代
故

長
島
伸
行
氏
）
が
出
演
、
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

●�

10
月
4
日
　
全
仏
記
念
誌
編
集
部
会

●�

10
月
13
日
・
14
日
　
全
日
本
仏
教
会
60
周
年
記
念
式
典

　
於
・
郡
山
　
ホ
テ
ル
ハ
マ
ツ

　

�

全
日
本
仏
教
徒
会
議
福
島
大
会

　
於
・
郡
山
　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト

●�

10
月
25
日
　
浅
草
本
性
寺
入
山
式

　

当
山
組
寺
で
あ
る
浅
草
本
性
寺
住
職
就
退
任
式
が
挙

行
さ
れ
、
前
住
職
久
野
泰
瑞
上
人
（
横
浜
市
法
華
寺
住

職
）
よ
り
、
久
野
晃
秀
上
人
が
新
住
職
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
祝
賀
会

が
和
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●�

10
月
25
日
　
秋
山
善
妙
法
尼
ご
遷
化

　

当
住
上
人
徒
弟
の
秋
山
善
妙
法
尼
が
ご
遷
化
さ
れ（
正

山
院
善
妙
法
尼　

78
歳
）、
同
29
日
、
30
日
当
山
本
堂
に

て
通
夜
・
葬
儀
が
粛
や
か
に
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●�

10
月
31
日
　
京
都
妙
法
院
門
跡
晋
山
式

　

秋
晴
れ
の
な
か
、
京
都
五
箇
門
跡
の
一
つ
妙
法
院

（
三
十
三
間
堂
）
に
お
い
て
、
杉
谷
義
純
猊
下
（
東
京

ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）
の
晋
山
式
が
厳
修
さ
れ
、
ウ
ェ

ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
に
て
6
0
0
余
名
が
出
席

の
も
と
盛
大
に
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●�

11
月
3
日
　
御
会
式
法
要

　

3
組
の
七
五
三
法
要
が
奉
修
さ
れ
、
御
会
式
に
は

2
0
0
余
名
が
お
参
り
さ
れ
ま
し
た
。
❷

●�

11
月
5
日
　
京
都
大
本
山
妙
蓮
寺
晋
山
式

　

新
宿
・
浄
風
寺
住
職
別
所
日
山
猊
下
が
大
本
山
妙
蓮

寺
貫
首
に
晋
山
、
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
て
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●�

11
月
16
日
　

　
全
日
本
仏
教
会
・
式

典
部
会

●�

11
月
17
日
　
　

　
桑
港
日
蓮
教
会
理
事
・

四
方
宗
順
先
生
（
茶

道
裏
千
家
師
範
）
ご

来
山

●�

11
月
20
日
〜
22
日
　

宗
務
院
研
修
旅
行
　

　
於
・
熱
海
　
横
浜

●�

11
月
24
日
　
当
山

歴
代
法
要
お
祝
い
会

（
総
代
会
・
責
任
役

員
会
）

●�

11
月
29
日
　
下
谷
感
応
寺
第
三
十
七
回
忌

　

当
山
組
寺
感
応
寺
第
三
十
世
大
本
山
第
七
十
世
大
僧

正
福
島
日
陽
上
人
第
三
十
七
回
忌
が
法
昌
寺
住
職
福
島

泰
樹
上
人
御
導
師
に
て
厳
か
に
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●�

12
月
8
日
　
第
二
次
二
瓶
内
局
終
了

　

同
11
日
、
第
三
次
二
瓶
内
局
就
任
式
、
当
住
上
人
総

務
部
長
拝
命
。

●�

12
月
11
日
　
東
京
都
仏
教
連
合
会
主
催
成
道
会

●�

12
月
18
日
　
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
主
催
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

●�

12
月
23
日
　
お
焚
き
上
げ
法
要

1 月 13日（土）	初題目・勉強会「法華経の略要品」拝読 -3-
2 月 3 日（土）	節分会・勉強会「法華経の略要品」拝読 -4-
3 月 10日（土）	東京大空襲祥月忌（両国・東京慰霊堂）		
	 →宗務院（人形町）御宝前参拝
4 月 14日（土）	勉強会「法華経の略要品」拝読 -5-
5 月 14日（月）	課外活動ウォーク　「宗祖日蓮大聖人御聖誕 800年
	 記念宗祖御誕生地巡拝」
6 月 9 日（土）	勉強会「法華経の略要品」拝読 -6-
7 月 14日（土）	講師勉強会（興隆学林教授　平島盛龍先生）
8 月	 休講

　当山では、毎月第2土曜日午後2時より月例講
正隆会を開催しております。仏教や法華経につい
ての勉強会や写経会、またウォーキング課外活動
を行っています。檀信徒、ご友人どなたでも参加
できます。例会では、毎回1時半より正隆廟墓前
法要を奉修しております。午後 2時開催

当住上人の

宗務院diary

10/26-27, 12/6-12/7▶宗門史編纂委員会

11/27-29▶布教研修会

9/4, 10/25,11/21▶内局会議

新内局就任ご挨拶	12/13大本山本興寺、 本能寺	
	 	 12/18大本山光長寺
	 	 12/20大本山鷲山寺

妙壽寺 2018 春夏スケジュール

7 月16日 月 祝 	 お施餓鬼盂蘭盆会

2 月 3 日 土 	 節分会

3 月21日 水 祝 	春季彼岸法要

9 月 9日、恒例の春風亭一之輔師匠の落語独演会と、浅見慈一師
による竹灯籠能「鉄輪」が本堂にて開催されました。

一之輔落語×竹灯籠能「鉄
か な わ

輪」

開演の前にレクチャーする
当住上人

満員の会場を笑わせ、熱演
の一之輔師

一人の女性の嫉妬・怒り・
悲しみを見事に演じる浅見師

日程：5 月 14 日（月）　募集人数：40 名
行程予定▶�新宿駅⇒海ほたる⇒小湊誕生寺⇒昼食⇒清澄山⇒
　　　　　茂原・大本山鷲山寺⇒東京駅⇒新宿駅（日帰り）

宗祖日蓮大聖人御聖誕800年記念
宗祖御誕生地・御霊跡巡拝

鵠沼▶朝方雨のちに快晴となった 11 月 23 日、晴明庵において宗
務院書記渡部憲亮師法話につづき、御会式法要が奉修されました。
桑港▶ 11 月 12 日、快晴の中、恒例のサンフランシスコ日蓮教会
において御会式が参列者 30 余名のなか、奉修されました。

Kugenuma & San Francisco
鵠沼・桑港から

猿江別院内覧＆北斎美術館見学
10 月 7 日、正隆会・秋のウォーキングは 30 名の
参加者により、昨年 5月に落慶法要が行われた
猿江別院にて祈願法要、設計監修の三浦清史先
生（こうだ建築設計事務所主宰）のご案内のもと

内覧（写真左）。その後、両国へ移動し、相撲の街
名物ちゃんこ鍋「花の舞」で昼食後、葛飾北斎の
生きてきた歴史や浮世絵作品などを展示している
「すみだ北斎美術館」を見学しました（写真右）。

正隆会・秋のウォーキング

正隆会ウォーク予告

❷ ❶

※詳細は別紙参照

31No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 

〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp平成 30年 1月 1日発行

平
成
三
十
年
元
旦

一
双
屏
風
「
月
の
宴
」（
左
隻
）「
華
の
宴
」（
右
隻
）
中
村
美
希
・
画

猿
江
別
院
本
堂
内
陣
展
示

左隻（1325×1300mm）

右隻（1325×1300mm）

な
か
む
ら
・
み
き
　
仏
画
絵
師
。
1
9
7
8
年
京
都
府
生
ま
れ
。

2
0
0
2
〜
2
0
1
0
年
、
ネ
パ
ー
ル
で
チ
ベ
ッ
ト
仏
画
を

学
ぶ
。
各
地
で
グ
ル
ー
プ
展
多
数
。
寺
院
、
大
学
等
で
講
演
な

ど
も
行
う
。
最
近
は
創
作
画
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

一双屏風 「月の宴 華の宴」の制作にあたって
仏画絵師 中村美希氏からのメッセージ

　左隻右隻で表現している世界が少し違います。
　右隻は春の昼の設定です。右側上空に日天、その左に太陽をイメー
ジしてチベット式のマンダラ（観世音菩薩曼荼羅）を、下方に動物た
ちがお花見をしている様子を描きました。
　左隻は秋の夜の設定です。左側上空に月天、その右に満月を、下方
に動物たちがお月見をしているところを描きました。右の方が俗世間
的で、左側は菩薩の世界に近いイメージで考えましたので、右側は建
物の中で人間の日常に近いことをしている動物の姿が多く、左側は静
かに月を眺める動物が多くなっています。どちらも桜の花びらが舞っ
ていますが、左側の桜は二度咲きの桜と考えていただいても結構です
が、雲がふわふわ浮いているようなイメージを花びらを使って作り上
げています。
　さまざまな動物たちの力を借りて、初めて大きな創作画を描き上げ
ることができました。妙壽寺様別院に置いていただき大変うれしく思っ
ております。ありがとうございました。

平成33年は
宗祖御聖誕

800年800年



本
堂
落
慶
30
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聞
き
手 

三
吉
廣
明
上
人

（
平
成
28
年
7
月
3
日
　
於
・
帝
国
ホ
テ
ル
に
て
）

第18回

植
田
新
太
郎
氏 

（�

）

当
山
総
代
・
ウ
エ
ダ
ジ
ュエ
ラ
ー
取
締
役
会
長
・

学
校
法
人
雙
葉
学
園
理
事
長
・
帝
国
ホ
テ
ル
ア
ー
ケ
ー
ド
組
合
理
事
長

後 

編

ず
お
参
り
し
て
、
ご
仏
前
で
法
華
経
等
を
、
そ
れ
か

ら
、
女
房
は
浄
土
真
宗
の
南
無
阿
弥
陀
仏
で
す
と
。

そ
れ
で
よ
ろ
し
い
で
す
と
答
え
ら
れ
て
…
。
日
本
は

平
和
で
す
よ
。
世
界
中
の
争
い
の
相
当
部
分
が
宗
教

が
原
因
で
し
ょ
う
。
特
に
イ
ス
ラ
ム
教
は
宗
派
や
民

族
が
違
っ
た
だ
け
で
戦
争
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
日
本
と
い
う
の
は
多
神
教
で

そ
れ
が
平
和
の
一
要
素
な
の
か
な
と
。

　

そ
れ
で
、
私
も
教
育
は
す
ご
く
好
き
で
、
育
て
る

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
若
い
人
た
ち
を
育

て
る
。
だ
か
ら
、
東
京
ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
に
米
山
奨

学
会
と
い
う
奉
仕
活
動
が
あ
っ
て
、
一
番
好
き
な
活

動
で
す
。
そ
れ
な
の
で
、
ま
あ
、
自
分
が
教
育
す
る

わ
け
じ
ゃ
決
し
て
な
い
の
で
先
生
方
に
教
育
は
お
任

せ
し
て
、
実
際
の
今
の
仕
事
と
い
う
の
は
維
持
・
運

営
、
お
金
の
管
理
と
諸
設
備
の
更
新
と
か
が
中
心
で

す
。

住
職
　
私
も
３
年
半
前
か
ら
宗
派
の
責
任
役
員
を
務

め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
の
担
当
は
教
学
部
長
と
し

て
、
私
ど
も
の
宗
派
の
お
坊
さ
ん
に
な
る
た
め
の
小

さ
な
学
校
の
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

植
田
ご
総
代
が
雙
葉
学
園
の
理
事
長
に
な
ら
れ
た

後
に
お
話
を
さ
れ
た
中
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
全

国
の
系
列
の
５
つ
の
学
校
の
初
め
て
の
理
事
長
さ
ん

た
ち
の
会
合
の
と
き
に
何
が
話
題
に
な
っ
た
か
と
い

う
と
、
危
機
管
理
だ
と
い
う
お
話
を
承
っ
て
、
納
得

し
ま
し
た
。
今
、
確
か
に
政
治
の
世
界
、
企
業
の
世

界
に
し
て
も
、
ト
ッ
プ
の
目
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
で

何
か
起
き
た
と
き
に
、
や
は
り
ト
ッ
プ
の
責
任
と
し

て
、
あ
る
程
度
の
き
ち
ん
と
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
か

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
か
に
対
す
る
、
き
ち
ん
と
し

た
釈
明
な
り
対
応
と
い
う
も
の
が
迫
ら
れ
て
い
る
時

代
で
す
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
点
で
、
学
校
法
人
と
い
う
の
は
、
教
育

と
い
う
最
も
大
事
な
こ
と
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、
運

営
と
か
経
営
と
い
う
面
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
な
の
だ

と
非
常
に
感
じ
ま
し
た
。

植
田
　
学
校
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
枢
そ
の
も
の
が

立
ち
い
か
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
ね
。
た
だ
、

理
事
長
職
は
責
任
が
重
い
で
す
ね
。
何
か
問
題
が
起

き
た
場
合
、
何
た
っ
て
理
事
長
と
い
え
ば
ト
ッ
プ
で

す
か
ら
。
私
は
、
そ
れ
は
も
う
覚
悟
の
上
で
す
。

　
家
業
と
事
業

住
職
　
妙
壽
寺
と
し
て
も
、
総
代
の
内
田
祥
哉
先
生

の
よ
う
に
神
道
、
明
治
神
宮
の
ご
総
代
も
務
め
ら
れ
、

植
田
ご
総
代
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
雙
葉
学
園
の
理
事
長

と
、
総
代
会
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
。
（
笑
）

植
田
　
（
笑
）
い
や
、
ご
住
職
は
と
も
か
く
よ
く
や

ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

住
職
　
い
や
、
よ
く
な
い
で
す
。

植
田
　
と
も
か
く
総
代
会
と
い
っ
て
も
、
本
当
に
こ

ち
ら
は
承
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
役
に
も
何

に
も
立
っ
て
い
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
よ
。

住
職
　
と
ん
で
も
な
い
で
す
。

植
田
　
ま
あ
、
出
番
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
特
に
募
金

の
ご
協
力
を
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

学
校
も
同
じ
で
、
ひ
た
す
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
物

心
両
面
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
の
が
大
切
な
役

割
の
一
つ
で
す
。
校
舎
の
改
装
と
か
、
ど
か
ー
ん
と

お
金
が
か
か
り
ま
す
か
ら
。
理
事
長
も
先
頭
に
立
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
と
お
願
い
を
し
に
上
が
ら
な
き
ゃ
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
学
校
法
人
の

場
合
も
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
補
助
金
が
あ

る
た
め
に
何
と
か
成
り
立
っ
て
い
る
。

住
職
　
20
年
ぐ
ら
い
前
に
植
田
ご
総
代
か
ら
、
承
っ

た
こ
と
の
幾
つ
か
の
中
で
１
つ
印
象
的
な
の
は
、
事

業
と
家
業
の
違
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
宗
教
法
人
の

墓
地
が
永
続
性
み
た
い
な
話
も
あ
り
ま
す
け
ど
も
、

家
業
と
事
業
と
い
う
の
は
長
い
ご
経
験
の
中
で
、
や

は
り
そ
の
辺
り
、
大
企
業
、
中
小
企
業
も
あ
れ
ば
、

家
業
で
や
っ
て
い
く
。
前
に
ち
ょ
っ
と
何
か
の
お
話

の
と
き
に
、
例
え
ば
中
国
は
ほ
と
ん
ど
家
業
は
な
い

と
伺
い
ま
し
た
が
、
何
百
年
も
続
い
て
い
る
家
業
と

か
事
業
は
、
日
本
は
ぞ
ろ
ぞ
ろ
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

植
田
　
そ
う
で
す
よ
。
世
界
一
で
す
よ
。
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
1
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る

会
社
は
、
ほ
と
ん
ど
が
中
小
企
業
で
す
。
日
本
は
世

界
の
中
で
も
そ
の
数
は
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。

住
職
　
そ
の
辺
も
日
本
の
文
化
や
宗
教
な
ど
の
背
景

の
中
で
、
変
え
て
い
く
と
こ
ろ
と
変
え
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

植
田
　
１
つ
は
長
男
の
結
婚
式
で
、
ウ
シ
オ
電
機
会

長
牛
尾
治
朗
さ
ん
は
経
済
同
友
会
の
代
表
幹
事
で

私
の
青
年
会
議
所
の
先
輩
で
す
が
、
ご
挨
拶
い
た

だ
い
た
と
き
に
、「
植
田
さ
ん
の
よ
う
な
と
こ
ろ
の

家
業
と
い
う
の
は
、
そ
の
家
が
代
々
後
継
者
を
継
い

で
い
っ
て
、
世
の
中
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る
と
。

そ
れ
を
家
業
と
言
う
の
だ
」
と
述
べ
ら
れ
た
言
葉
に

僕
は
非
常
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

事
業
と
い
う
の
は
人
が
か
わ
っ
て
も
い
い
の
で

す
。
つ
ま
り
、
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
む
し

ろ
変
わ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
変
え
る
と
い
う
意
味
で
は
、

ト
ッ
プ
が
か
わ
っ
て
も
い
い
と
。
た
だ
、
家
業
と
い

う
の
は
一
種
の
家
訓
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
て
、

そ
の
家
訓
と
い
う
の
は
守
る
べ
き
も
の
と
し
て
守
っ

て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
事
業
は
そ
の
時
代
時
代

に
よ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
今
生
き
残
っ
て
い
る
企
業

は
、
富
士
フ
イ
ル
ム
に
し
て
も
大
日
本
印
刷
に
し
て

も
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で
事
業
の
内
容
が
変
わ
っ
て

い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
生
き
残
り
の
た
め
で
す
。
家
業

と
い
う
の
は
逆
に
言
う
と
、
あ
る
規
模
の
中
で
や
っ

て
い
く
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
大
き
く
し
な
い
の
が
家

業
だ
ろ
う
と
自
分
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
イ
・
継
続
性
が
お
客
様
へ
の
最
大

の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ
と
で
す
。

住
職　

な
る
ほ
ど
。
今
、
急
に
思
い
出
し
た
の
で
す

が
、
親
多
朗
会
と
言
う
会
で
、
お
寺
に
柱
時
計
を
ご

寄
付
頂
き
、
植
田
商
店
さ
ん
は
何
よ
り
も
職
人
さ
ん

を
大
事
に
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
感
じ
ま
し

た
。

植
田
　
そ
れ
は
近
江
商
人
の
「
三
方
よ
し
」
と
同
じ

で
す
ね
。

住
職
　
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
か
。

植
田
　「
三
方
よ
し
」
と
は
、
売
り
手
よ
し
、
買
い

手
よ
し
、
世
間
よ
し
。
近
江
商
人
の
経
営
哲
学
と
し

て
今
で
も
多
く
の
経
営
者
に
尊
重
さ
れ
て
い
る
精
神

で
す
。

住
職　

商
売
で
、
三
方
が
円
満
で
な
い
と
と
言
う
こ

と
で
す
ね
。

植
田
　
み
ん
な
円
満
で
、
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の
関
係

で
な
け
れ
ば
、
事
業
と
い
う
も
の
は
成
り
立
っ
て
い

き
ま
せ
ん
よ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
ち
な
み
に
、「
三

方
よ
し
」
の
う
ち
、
取
引
先
＝
職
人
＝
も
大
切
に
し

て
お
り
、
そ
の
親
睦
会
の
名
称
を
「
親
多
朗
会
」
と
、

私
の
名
前
と
重
ね
て
付
け
て
い
ま
す
。

　
趣
味「
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ス
タ
ン
」

　
の
魅
力

住
職
　
植
田
ご
総
代
は
、
お
仕
事
と
か
奉
仕
活
動
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
植

田
ご
総
代
の
お
人
柄
で
、
大
変
感
心
さ
せ
ら
れ
る
の

は
、
音
楽
に
対
す
る
思
い
で
す
。
ご
子
息
の
結
婚
式

で
も
ご
自
分
が
バ
ン
ド
を
組
ん
で
お
出
ま
し
に
な
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ご
自
身
が
前
に

進
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
と
は
違
っ
て
、
何
か
踏
み
と

ど
ま
っ
て
、
ご
自
分
の
趣
味
に
生
き
て
い
る
と
い
う

と
こ
ろ
が
と
て
も
い
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
お
父
様

が
早
く
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
音
楽
の
道

に
行
け
な
か
っ
た
部
分
が
後
年
出
て
き
た
と
、
失
礼

で
し
ょ
う
が
。
（
笑
）

植
田
　
ま
あ
、
そ
こ
ま
で
学
生
時
代
に
の
め
り
込
ん

で
も
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。
む
し
ろ
４
代
目
の
息
子

に
譲
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
時
間
的
な
余
裕
や
精
神
的
な

余
裕
が
で
き
た
と
き
に
、
何
か
余
暇
を
生
か
す
こ
と

が
な
い
か
と
。
そ
の
時
に
た
ま
た
ま
声
を
か
け
て
く

れ
た
の
が
、
バ
ン
ド
を
組
ん
で
一
緒
に
や
ら
な
い
か

と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ス

タ
ン
で
す
。

　

な
ぜ
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ス
タ
ン
に
な
っ
た
か
と
い

う
と
、
こ
れ
は
ま
た
話
が
相
当
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
約
40
年
前
ま
で
外
国

の
お
客
様
が
99
％
で
す
か
ら
、
英
語
は
必
須
な
わ
け

で
す
。
す
ご
い
な
と
思
っ
た
の
は
、
社
員
が
小
学
校

し
か
出
て
い
な
い
の
に
英
語
を
べ
ら
べ
ら
し
ゃ
べ
っ

て
商
売
し
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
父
は
私
が
小
さ
い
と
き
か
ら
英

会
話
の
先
生
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
軽
井
沢
に
疎

開
し
て
い
た
ほ
ん
の
短
い
時
間
で
も
、
軽
井
沢
に
住

ん
で
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
家
庭
教

師
と
し
て
英
語
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
戦
後
も
教
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
も
う
１
つ
は
、
親
か
ら
の
影
響
を
受
け
て

英
語
は
嫌
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
特
に
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
か
発
音
が
大
事
で
す
ね
。
そ
れ
は
や

は
り
口
か
ら
発
す
る
の
で
、
耳
か
ら
聞
か
な
い
と
。

だ
か
ら
、「
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
」
な
ん

て
言
っ
ち
ゃ
う
と
、
向
こ
う
で
は
誰

も
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

　

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
な
が
ら
英
会
話
を
身
に
つ
け

ま
し
た
。
戦
後
に
入
っ
て
き
た
ア
メ

リ
カ
の
文
化
は
、
映
画
と
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
、
そ
れ
と
カ
ン
ト
リ
ー
音
楽
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。
ま
だ
L
P
レ

コ
ー
ド
に
な
る
前
の
S
P
盤
を
六
本

木
の
レ
コ
ー
ド
屋
さ
ん
に
、
お
小
遣

い
が
た
ま
る
と
買
い
に
行
っ
て
、
何

度
も
繰
り
返
し
て
聴
い
て
い
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
何
を
言
っ
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
で
マ
ネ
を
し
て
歌
っ
て

い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
中
身
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

住
職
　
あ
あ
、そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
。こ
の
間
伺
っ

た
お
話
は
、
日
本
が
受
け
入
れ
る
期
間
で
は
、
や
は

り
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ス
タ
ン
は
比
較
的
短
か
っ
た
と
。

そ
の
後
に
プ
レ
ス
リ
ー
と
か
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
入
っ
て

き
て
、
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
の

お
話
を
伺
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
中
で
の
カ
ン
ト
リ
ー

ウ
エ
ス
タ
ン
の
日
常
性
と
い
う
の
は
、
確
固
た
る
も

の
だ
な
と
思
い
ま
す
が
。

植
田
　
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
、
ず
っ
と
長
い
間
中
西

部
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
と
、
ラ
ジ
オ
局
は
ど
こ
を
か
け

て
も
カ
ン
ト
リ
ー
を
や
っ
て
い
る
。
ま
あ
、
カ
ン
ト

リ
ー
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
明
る
い
で

す
。
マ
イ
ナ
ー
調
の
歌
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
で
す
か

ら
、
聞
い
て
い
る
ほ
う
も
ウ
キ
ウ
キ
す
る
。
そ
れ
な

の
で
、
70
歳
の
と
き
に
バ
ン
ド
を
組
ん
で
リ
サ
イ
タ

ル
を
開
き
ま
し
た
。
帝
国
ホ
テ
ル
17
階
の
ホ
ー
ル

で
、
幾
ら
何
で
も
2
0
0
人
は
来
な
い
と
思
っ
た

ら
、
2
0
0
人
来
ち
ゃ
っ
て
。
毎
年
続
け
て
、
そ
れ

が
今
年
で
10
年
目
で
す
。

住
職
　
で
す
か
ら
ご
趣
味
と
い
っ
た
ら
、
お
母
様
は

お
茶
室
も
含
め
た
日
本
建
築
、
お
庭
と
い
う
こ
と
で
、

植
田
様
の
ほ
う
は
ウ
エ
ス
タ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
、
そ
の

辺
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
申
し
ま
す
か
…
。（
笑
）

植
田
　
う
ち
の
親
父
は
三
味
線
の
弾
き
語
り
を
し
て

い
ま
し
た
か
ら
ね
。
小
唄
の
名
取
り
だ
っ
た
。
私
は

も
と
も
と
江
戸
っ
子
の
血
筋
で
す
か
ら
、
声
が
で
か

い
で
す
。
マ
イ
ク
の
乗
り
が
い
い
か
ら
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
ね
、
基
本
的
に
、
人
様
の
お

役
に
立
つ
こ
と
は
、
や
れ
る
間
は
、
元
気
な
間
は
や

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
お

引
き
受
け
し
た
以
上
は
、
や
は
り
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

た
い
。

　

特
に
80
に
な
っ
て
、
私
は
ま
だ
で
き
る
と
思
っ
て

い
た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
や
は
り
体
の
ほ
う
が

残
念
な
が
ら
劣
化
が
早
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
は
、
自
分
の
能
力
の
範
囲
で
、
１
は
、
申
し
わ
け

な
い
で
す
け
ど
、
や
は
り
学
園
理
事
長
。
２
番
目
は

ビ
ジ
ネ
ス
、
ま
だ
片
足
を
突
っ
込
ん
で
い
ま
す
か
ら
。

３
位
が
お
寺
で
す
。

住
職
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
笑
）

植
田
　
す
み
ま
せ
ん
、
ト
ッ
プ
じ
ゃ
な
く
て
。

住
職
　
い
え
い
え
。

植
田
　
４
、５
が
な
く
て
６
番
目
が
カ
ン
ト
リ
ー
、

大
体
今
は
そ
の
く
ら
い
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
趣
味

と
健
康
管
理
は
で
き
る
限
り
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

住
職
　
ど
う
ぞ
今
後
と
も
ひ
と
つ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

了
）

　
青
年
会
議
所
と
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
︱
異
業
種
と
の
付
き
合
い
︱

住
職
　
私
が
32
歳
の
と
き
に
東
京
青
年
会
議
所
に

入
っ
た
の
は
、
植
田
ご
総
代
に
お
薦
め
い
た
だ
き
ま

し
た
。
僧
侶
の
世
界
だ
け
だ
と
同
業
の
人
た
ち
の
話

ば
か
り
な
の
で
、
広
く
社
会
を
見
な
さ
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
が
お
か
げ
さ
ま
で
青
年
会
議
所
を

卒
業
し
て
20
年
で
、
今
年
、
還
暦
の
会
に
行
き
ま
す
。

植
田
　
こ
っ
ち
は
、
卒
業
し
て
40
年
で
す
よ
。

住
職
　
（
笑
）
　
そ
う
い
う
こ
と
で
し
て
。

植
田
　
私
は
ね
、
26
歳
で
家
業
を
継
が
な
き
ゃ
な
ら

な
く
な
っ
て
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、
そ
れ
は
も
う
悪

戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
よ
。
で
も
、
五
、六
年
た
っ

て
み
る
と
、
や
は
り
何
か
こ
の
ま
ま
家
業
だ
け
に
目

を
向
け
て
い
る
と
、
人
間
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
、

世
間
も
狭
く
な
っ
ち
ゃ
う
と
思
っ
て
い
る
と
き
に
、

知
り
合
い
で
東
京
青
年
会
議
所
と
い
う
団
体
が
あ
る

と
伺
い
ま
し
た
。
要
す
る
に
、
青
年
経
済
人
の
集
ま

り
で
す
。
ち
ょ
う
ど
私
と
環
境
が
似
て
い
る
、
中
小

企
業
の
２
世
と
か
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
多
く
入
っ

て
い
る
団
体
で
す
。「
修
練
・
奉
仕
・
友
情
」
と
い

う
３
つ
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
ま
だ
青
年
で
す

か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
っ
て
、
勉
強
を
す
る
ん
で

す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
私
は
32
歳
で
入
り
、
40

で
卒
業
で
す
か
ら
８
年
間
在
籍
し
ま
し
た
。
本
当
に

私
は
よ
く
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
っ

て
、
指
導
力
開
発
と
い
い
ま
す
か
、
指
導
者
と
し
て

の
心
構
え
と
か
、
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
話
を
聞
く
と
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か
で
し
た
ね
。
あ
と
は
や
は
り
友
情
で
す
。
い
い
出

会
い
に
恵
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

住
職
　
異
業
種
の
方
た
ち
と
お
会
い
で
き
る
と
い
う

の
は
大
変
大
き
い
で
す
ね
。

植
田
　
同
業
は
集
ま
ら
な
い
で
す
。
や
は
り
利
害
関

係
も
あ
り
ま
す
し
、
衝
突
す
る
。
私
、
同
業
の
つ
き

合
い
は
一
切
し
て
い
な
い
。
青
年
会
議
所
の
中
に
も

時
計
・
宝
飾
部
会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
も
一
切
つ

き
合
っ
て
い
な
い
。
や
は
り
異
業
種
と
つ
き
合
う
と

発
想
も
全
然
違
う
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

最
終
年
度
の
40
の
と
き
に
理
事
長
を
や
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」
と
い

う
子
供
の
相
撲
大
会
を
私
が
提
唱
し
て
始
め
た
の
が
、

今
も
残
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
貴
花
田
と
若
花
田
は

そ
こ
か
ら
出
て
い
っ
て
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
私
の
１

つ
の
遺
産
で
す
な
。

住
職
　
私
は
世
田
谷
の
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

担
当
者
に
な
る
前
に
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
の
世
田
谷
の

大
会
実
行
委
員
長
で
し
た
。
こ
れ
は
植
田
ご
総
代
が

立
ち
上
げ
た
事
業
な
ん
だ
な
と
思
い
な
が
ら
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

植
田
　
そ
れ
で
、
ご
住
職
も
若
く
し
て
な
ら
れ
た
わ

け
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と
、
仏
教
界
と
い
う
１
つ

の
あ
る
意
味
で
特
殊
な
世
界
の
中
で
、
お
つ
き
合
い

も
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
違
う
世
界
、
ま
た
、
檀

家
の
立
場
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
知
る
た
め
に
も

と
思
っ
て
お
誘
い
を
し
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、

非
常
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。　

学
校
法
人
の
運
営
に
つ
い
て

住
職
　
学
校
法
人
の
運
営
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私

が
そ
の
お
話
を
伺
っ
た
と
き
に
、
も
ち
ろ
ん
宗
教
の

大
枠
は
違
う
け
れ
ど
も
、
そ
の
と
き
に
深
く
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
は
や
は
り
、
お
年
柄

で
言
う
と
、
ご
自
分
の
人
生
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
、

１
つ
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
社
会
に
還
元
し
て
い
く

と
い
う
気
持
ち
で
こ
れ
は
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
１
つ
の
き
っ
か

け
は
、
お
嬢
様
と
お
姉
様
で
す
か
。

植
田
　
す
ぐ
上
の
姉
と
妹
、
そ
れ
か
ら
長
女
の
３
人

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
長
女
が
入
学
し
た
と
き
に

評
議
員
を
依
頼
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
後
、
監
事

を
頼
ま
れ
て
、
そ
れ
も
や
は
り
30
年
近
く
に
な
り
ま

す
。
と
も
か
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校
で
す
か
ら
、
シ

ス
タ
ー
と
い
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
修
道
女
さ
ん
の
理
事

長
が
４
代
続
い
た
の
で
す
が
、
今
の
時
代
、
シ
ス

タ
ー
の
な
り
手
が
い
な
く
な
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
や

は
り
神
に
仕
え
て
、
一
生
独
身
で
し
ょ
う
。
昔
は
大

家
族
で
子
供
が
多
か
っ
た
時
代
は
、
１
人
ぐ
ら
い
は

神
に
仕
え
て
も
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

が
、
今
は
一
人
っ
子
と
か
２
人
だ
け
だ
か
ら
…
。

住
職
　
そ
う
で
す
ね
。

植
田
　
二
、三
年
前
か
ら
、
次
の
候
補
者
の
人
選
を

考
え
て
、
そ
れ
で
私
に
や
っ
て
み
る
か
と
。
私
は
何

し
ろ
檀
家
総
代
を
や
っ
て
い
る
し
、
朝
は
神
様
で
ま
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